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第３次伊勢崎市総合計画策定のための地区別市政懇談会 議事要旨 

 

日時 令和６年４月１８日（木）１８時００分～１９時００分 

場所 赤堀公民館 ホール 

参加者数 ６９人 

市側出席者 臂市長、藤原副市長、下城副市長、三好教育長、小林病院事業管理者 

新井総務部長、星野企画部長、丸橋財政部長、細井市民部長、 

深澤環境部長、高柳健康推進部長、石橋福祉こども部長、 

清水長寿社会部長、定形産業経済部長、田中農政部長、大橋建設部長、 

山田都市計画部長、高木公営事業部長、栁澤上下水道局長、矢内消防長、 

小此木経営企画部長、大森会計管理者、櫻井議会事務局長、 

小林教育部長、関野監査課長 

次第 ① 開会 

② 出席者紹介 

・特別職の紹介 

・部長職の紹介 

③ 市長あいさつ・説明 ※スライドを使用しての説明 

・第３次伊勢崎市総合計画の策定について 

   ア 策定スケジュール 

   イ 市民参画の経緯 

    ・市民アンケート結果のトピックス 

    ・市長懇話会の結果 など 

   ウ 長期ビジョン（基本構想）（案） 

   エ 地区別計画のイメージ 

④ まちづくりへの提案、意見の聴き取り 

⑤ 閉会 

 

① 開会 

 （省略） 

 

② 出席者紹介 

 （省略） 

 

③ 市長あいさつ・説明 

 （省略） 
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④ まちづくりへの提案、意見の聴き取り（要旨） 

◆赤堀地区への企業誘致と５０号バイパスを生かした地区の活性化ついて 

【提案、意見】 

半導体のトップメーカーである信越化学工業が誘致されたが、赤堀地区にも有力な企業

を誘致して欲しい。赤堀地区には、国道５０号や国道１７号（上武道路）が通っており利

便性が高い。 

また、５０号バイパスが完成した際には、道の駅を赤堀地区に作るなどして活性化をお

願いしたい。 

【回答】（市長） 

赤堀地区と東地区については、それぞれの都市計画において、土地の用途を指定し、動

き始めるところである。これからの取組の中で、土地の利用については、さらに踏み込ん

で考えていかなければならない。５０号バイパスが完成することで、産業用の土地が欲し

いなどといった、産業に対する要望が出てくると思う。時代の流れを汲みながら、赤堀地

区の発展について考えていきたい。 

また、赤堀地区は農業も盛んな地域であるので、農業者の方が農業を続けられるよう、

持続可能な農業への取組もしていかなければならない。 

文化財の調査も行われており、非常に貴重な埋蔵文化財が存在する地域であるため、配

慮しながら開発していかなければならない。 

５０号バイパスができた際の人の流れや物流の流れも含め、１０年後のビジョンとして

地区別計画を考えていきたい。 

 

◆住宅に面する道の舗装について 

【提案、意見】 

住宅を建てる際に、住宅に面する道路の幅についての規定があるが、下触町には、この

規定ができる前に造成された住宅地があり、その住宅地から５０号等へ続く道が細く、舗

装されていない箇所がある。このような細い道を舗装することは可能なのか。また、舗装

する際の条件などはあるのか伺いたい。 

【回答】（建設部長） 

 住宅に面する道路の舗装や拡張については、対象となる道路に面する土地の所有者全員

からの総意として同意書が必要である。舗装する対象となる道の広さに関しての条件はな

い。 

 

◆道路の白線、規制線について 

【提案、意見】 

五目牛町の北関東自動車道南側の道路について、白線が消えてしまっている。２年前に

前区長から要望を出したが、未だに対応されていない。近年、五目牛町では流通関係のト

ラックが増えてきていることもあり、通学中の子供達が危険である。 

【回答】（建設部長） 

  車道と路肩を区切る白線については、市で対応できるが、「止まれ」や横断歩道等の規制

に関するものは警察の対応となる。該当の箇所について、確認させていただきたい。 

 →懇談会終了後、建設部長が地図にて該当箇所を確認 
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◆生活の交通手段について、土地利用の制限について 

【提案、意見】 

波志江町に住んでいるが、スーパーや銀行、郵便局などがなく生活に不便を感じる。高

齢になり運転できなくなった場合に、買い物等の際の交通について、補助をしていただき

たい。 

また、三郷地区については、調整区域のため、新しい商業施設などの建設は許可されな

いと聞いているが、今後も変わらないのか伺いたい。 

【回答】（市長） 

  公共交通については、コミュニティバスあおぞらを運行しているが、赤堀地区や東地区

の利用が少ない実態がある。できるだけ多くの方に使っていただけるようルートの見直し

も行っている。三郷地区については、広いのでひとくくりにはできないが、三郷地区にも

コミュニティバスあおぞらが運行しているので、ぜひ活用を考えていただきたい。 

また、高齢者に対し、今年度からタクシーの利用を補助する新たな事業を始める。こう

いったものも活用していただきながら、コミュニティバスあおぞらとタクシーを使い分け

て交通の不便な部分をカバーしていただきたい。 

都市計画の見直しについては、５年に１度実施している。これまで以上に、どのような

街づくりをするかといったことを議論し、当事者である地区の皆さんの声を聴きながら農

家の方の御理解もいただいたうえで見直しすることが必要になってくる。 

赤堀地区は、土地改良補助事業で多くの道路や水路の整備を行った。また、他の地域に

比べ高い土地であるため、浸水の心配がないといったこともあり、道路の側溝が未整備と

なっている場所がある。そのため、合併浄化槽を設置しても、排水がうまくいかないこと

もあると思う。こういった地域の課題に合わせて整備が必要であると考えている。 

大きな道路の整備だけでなく、生活道路も整備していきたいと考えている。未舗装の道

路を舗装して欲しい、土地を提供するから整備して欲しいなどの要望を挙げていただき、

整備を進めていきたい。 

 

◆せせらぎ公園の活用について 

【提案、意見】 

せせらぎ公園では、川を利用して鯉のぼりを上げるなど、地域の方がさまざまな取組を

していただいているが、公園施設の老朽化が見られる。 

赤城山の地域では、グランピング施設ができたりしていて、屋外で活動する方たちも増

えている。せせらぎ公園付近の空き地も利用し、人を呼び込めるような公園へ整備して、

活用をしていただきたい。 

【回答】（都市計画部長） 

 伊勢崎市内には約２６０の公園がある。公園のできた年代により、使われ方も異なり、

老朽化の具合もさまざまである。それぞれの公園の状況を見極めながら、維持管理やリニ

ューアルの検討、対応をしていきたい。 

 

６ 閉会 

 （省略） 


